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【背景・目的】 

低出生体重は，児の将来の生活習慣病リスクを高める懸念がある。近年，プレコンセプ

ション・ヘルスとしての生活習慣のあり方に関心が寄せられている。本研究は，妊婦の妊

娠前の生活習慣や食物摂取状況と児の出生体重との関連について検討した。 

 

【対象・方法】 

単胎妊娠の日本人妊婦702名を対象に，妊娠前の喫煙，食物摂取頻度，葉酸サプリメント

の摂取に関する生活習慣調査を行った。食物摂取頻度は，ごはん，パン，麺，肉料理，魚

料理，青背魚，野菜料理，緑黄色野菜，果物，乳製品等について，5件法で回答を得た。

Small-for-gestational-age（SGA）を主要評価項目とした。妊娠糖尿病，妊娠高血圧症候

群，早産の妊婦とその児は解析対象から除外した。SGA児の出生に対する，母体の年齢，身

長，妊娠前体格（BMI），および喫煙，食物摂取頻度，葉酸サプリメント摂取の影響を検討

するため，ロジスティック回帰分析による単変量・多変量解析を行った。 

 

【結果】 

554 ペアの母児を解析対象とした。SGA は 7.8％（n = 43）であった。母体年齢は，SGA

群：32.7±5.6 歳，対照群：31.5±5.3 歳であった。身長は，SGA 群が対照群より低かった

（156.3±5.3 cm vs. 158.7±5.6 cm, P = 0.008）。妊娠前 BMIに差はなかった（20.1±3.7 

kg/m2 vs. 21.0±3.0 kg/m2, P = 0.90）。単変量解析の結果，SGA 児の出生と有意な関連が

見られた因子は，身長〔粗オッズ比 0.79, 95％信頼区間 0.67-0.95, P = 0.009〕および緑

黄色野菜の摂取頻度〔0.82, 0.69-0.98, P = 0.03〕であった。年齢，喫煙有無，葉酸サプ

リメント摂取有無と SGA児の出生に関連はみられなかった（それぞれ，〔1.04, 0.98-1.11, 

P = 0.18〕，〔1.05, 0.49-2.26, P = 0.90〕，〔0.77, 0.32-1.88, P = 0.56〕）。年齢，身長，

喫煙，葉酸サプリメント摂取を調整因子とした多変量解析においても，緑黄色野菜の摂取

頻度は SGA児の出生に関連していた〔調整オッズ比 0.81, 0.68-0.97, P = 0.02〕。 

 

【結論】 

SGA 児の出生には，妊娠前の喫煙や体格，葉酸サプリメント摂取を調整した後も，緑黄色

野菜の摂取が関連することが示された。プレコンセプション・ヘルスのあり方として，緑

黄色野菜の摂取に富む食生活は，児の出生体重の低下に対し予防的に働く可能性がある。 

  


